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創立 152 周年 

児童数:３１６名 
住 所:曽於郡大崎町假宿９１０ 
電 話:０９９－４７６－００２７ 
ＦＡＸ:０９９－４７６－３１８９ 
※ 大崎小 HP は，役場 HP からアクセ

スしてください。 

 

１０月１１日（火）～１３日（木）の２泊３日の日程で，大

隅青少年自然の家にて集団宿泊学習が行われました。５年生の

子供たちは３日間，様々な活動を通して，集団生活における大

切な学びを行うことができました。それらを今後の生活にしっ

かり生かし，立派な高学年として活躍していけることを期待し

ています。 

 

 

 １１月７日（月）に，南極観測隊員で東京大学

環境学博士の大岩根尚先生を講師にお招きし，

５・６年生へ SDGs に関する講話をいただきまし

た。大岩根先生の講話を通して，深刻化している

環境問題の現状を知ることができ，大崎町で生活

している自分たちが日頃から行っている取組の

価値や意味について気付くことができました。 

 学校では，１１月２１日（月）から１１月３０日（水）までを，「校内人権旬間」と

定め，全児童で考える人権集会や講師をお招きしての人権教室，「自分や友達のいいと

ころを見つけようカード」など様々な取組を実施する予定です。また，１２月４日(日)

から１０日(土)は世界人権週間。最終日の１０日は世界人権デーとなっており，世界中

で人権について考える日となります。 

皆さんは，「人権」とは何と聞かれ，何と答えますか。何か難しいなあと感じる方も

いるかもしれません。人間が人間らしく幸せに生きるための権利を誰もがみな持って

います。でも，社会の中のいろいろなところで差別を受けて悩み苦しんでいる人たちが

います。なぜでしょう。「人権」って何なのか，そしてお互いの権利を尊重し合うこと

について，今一度考えたり話し合ったりすることが大切です。 

 人権について考えると思い出すことがあります。１５年ぐらい前に，星塚敬愛園の上

野正子さんと玉城しげさん（故人）をお招きして，ハンセン病についてご講演をいただ

いたことがあります。ワゴン車で来られ降りる際に座席が少し高かったのでしょうか，

降りにくそうにされていました。私は，「お手伝いしましょうか。」と声をかけ手を差し

出すと，「ありがとう。」と言って私の手をつかみ座席から降りられました。その後，上

野さんが嬉しそうに言った言葉は，「しげさん，初めて手を握って車から降ろしてくれ

たよ。時代も変わってきているのかね。」というものでした。私はそれを聞いて，今ま

であった差別を想像し，残念で悲しい思いと，喜んでいただいたことへの嬉しい思いが

心の中で交錯し，複雑な気持ちになったことを思い出します。その後，星塚敬愛園にも

何度か行き，目の前で作っていただいたアンダギーを食べたことも思い出します。１９

９８年に国家賠償訴訟を初めて起こした１４人の原告の中のお二人です。想像を絶す

るような差別を受けてこられましたが，それにも負けず，正面から戦い，そして，差別

解消や正しい理解に向けて講演などを精力的に行う姿は本当に感銘を受けました。２

０１７年３月１６日玉城しげさんは，９８歳で生涯の幕を閉じられました。衷心よりご

冥福をお祈り申し上げます。 

私も，この原稿を書く中で，少しでも差別をなくすために，私にできることをこれか

らも続けていきたいと改めて思うことでした。 

 


